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作業能率の良い漁船の甲板上配置を考える
～仮想空間における作業動線の検討～

髙橋秀行　水産技術研究所

１．研究の背景と目的

　「動線」という言葉は皆さんご存知かと思います。人

や物が移動するときの経路のことです。身近なところで

は、台所で調理した料理をダイニングテーブルに運ぶ

経路や、洗濯物を干す場所に運ぶ経路などが動線で

す。家事に関わる動線は快適な生活にとって大切なも

ので、動線に配慮した間取り作りはハウスメーカーの腕

の見せどころです。動線は仕事の場面でもとても重要

です。多くの工場では、作業者が能率的に働ける動線

を考慮して生産機械などが配置されています。漁業の

場合には、能率は当然として、作業安全の観点からも

動線が非常に重要となります。海の波に揺られ、また水

でぬれることも多い漁船上は、平坦な陸上の作業場と

比べて転倒災害が起こりやすく、動線の良否が災害リス

クに影響するからです。

　漁船では甲板に設置されるものはブリッジ（操船など

を行う船室）や漁労機械（例えば、漁網を巻き取るウィン

チ）などがありますが、これらは全て甲板上に完全に固

定されます。工場で使用される工作機械などは車輪で

容易に移動できるものもありますが、漁船の甲板上に固

定された設備を動かすには工事が必要となり、能率的

かつ安全な漁船の甲板上配置には、多大なコスト（費

用、労力、時間）がかかります。したがって、仮に甲板上

配置を改善するアイデアがあったとしても、成功する確

証のないままに漁業者がそれを実践するのはほぼ不可

能です。

　一方で、近年はコンピュータの性能やソフトウェア技

術の向上により、工場などのレイアウトを仮想空間で検

討するための実用的なツールが開発され、陸上の産業

で広く用いられるようになってきました。漁業以外の産

業であっても設備配置や作業手順の変更にはコストと

リスクの問題がつきまといますが、仮想空間で事前に変

更の効果を確認してから実践することで、失敗のリスク

を低減させることができます。そしてこのような手法は

漁船の甲板上配置の検討にも有効です。

　今回は、仮想空間で作業動線を検証するツールを活

用して、小型底びき網漁業を営む漁船の甲板上配置を

検討した結果についてご紹介します。

２．研究の成果

　小型底びき網漁業は、我が国の主要な漁業種類のひ

とつであり、私たちが長年にわたって作業研究の対象と

してきた漁業種類でもあります。多くの小型底びき網漁

船で作業実態を調査する中で、甲板上配置についての

疑問を持つようになりました。一般的な小型底びき網漁

船の甲板上配置は、図1のように甲板の中央付近にブ

リッジ、その前側に漁獲物を収納する魚倉、後ろ側に

ウィンチや漁獲物の選別などを行う作業場がある、とい

うものです（中央ブリッジ配置）。しかし中央ブリッジ配

置では、選別後の漁獲物を魚倉に収納する際に、船尾

側から船首側に荷物を持って移動する必要があります。

このことから、小型底びき網漁船の場合には図２のよう

にブリッジを船首側に配置し、船尾側で作業場と魚倉を

隣接させるレイアウト（船首ブリッジ配置）の方が良いの

ではないかと考えました。

　この考えが正しいかどうか検証するために、仮想空間

で中央ブリッジ配置と船首ブリッジ配置を再現し、作業

動線の変化を確認しました。私たちが使用したツール

では、仮想空間内で作業者や運搬する荷物、移動する

際の障害物などを配置し、作業内容を指示すると、その

作業を実行する上で最短の作業動線を自動的に計算す

ることができます。検証の結果、船首ブリッジ配置で漁

獲物を運搬する作業の動線の長さは、中央ブリッジ配置

の半分以下になることがわかりました。
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　研究にご協力いただいた漁業者に結果を説明させて

いただきました。その後しばらくしてその漁業者を訪問

したところ、船首ブリッジ配置の漁船に代船されていまし

た。私たちの研究結果を参考にして良い船にすることが

できたとのお言葉をいただきました。研究者冥利に尽き

る思いでした。

　今回の発表内容の詳細については髙橋ほか（2021）* 

に記載されていますので、ご興味のある方はご覧いただ

ければ幸いです。

* 髙橋 秀行、三好 潤、髙橋 竜三、安田 健二：仮想空間シ

ミュレーション手法を用いた小型底びき網漁船の甲板上

配置の検討，日本航海学会論文集，vol.145，12-18，

2021.（DOI: https://doi.org/10.9749/jin.145.12） 
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図1　仮想空間で再現した小型底びき網漁船の甲板上
　　  配置（中央ブリッジ配置）

図2　仮想空間で再現した小型底びき網漁船の甲板上
　　  配置（船首ブリッジ配置）
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